
畔］洒紐夫 Musie Topics Side, 
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
演
奏
・
研
究
で
高
い
評
価
を
受
け
て

い
る
久
元
祐
子
さ
ん
が
、
2
0

1

6

年
1

月
か
ら
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た

「モ
ー

ツ
ァ
ル
ト

・

ソ
ナ
タ
全
曲
演
奏
会
」
の

第
5

回
目
が
、
1
0月
2
7日、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
ブ
ル
—

ロ
ー
ズ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

毎
回
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の

ソ
ナ
タ
以
外
の
作
品
や
他
の
作
曲
家
の
作
品
を
織
り
ま

ぜ
、
多
角
的
な
視
野
で
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
の
ソ
ナ
タ
の
魅
力

を
紐
解
い
て
い
る
こ
の
シ
リ
ー

ズ
。
今
回
は
、
「
ハ
イ
ド

ン
と
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
」
を
テ
ー
マ
に
｀
ハ
イ
ド
ン
が
モ
ー

二竺＝
タビ

〈
久
元
祐
子
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト

・

ソ
ナ
タ
全
曲
演
奏
会
血

5

〉

ベ
ー
ゼ
ン
ド
ル
ファ
ー

2
8
0

v
c

で
奏
で
る

伝
統
の
ウ
ィ
ン
ナ
ー
・
ト
ー
ン
とダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
音
色

このシリーズの第 2 回から使用しているペーゼ

ンドルファー 280VC は、ペーゼンドルファーが長

年培ってさた木の温もりを感じさせるウィンナー ・

トーンあ伝統を受け継ぎながら、切れ味の良さと
バワーを兼ね備えています。即興的な装飾音にも

紋感に反応し、濁りのない明晰なぢ色で会者の想

いを受けとめてくれる楽器だと思います。

来年はこのシリーズを休み、ペートーヴェン・

イヤーに合わせて「モーツァルトとペートーヴェンJ

をテーマにしたリサイタルを、 2020 年 11 月 12

日、紀尾井ホールで開催します その既には、段

在ウィーンの工房で制作中の名器〈280VC ピラ

ミッドマホガニー〉を使用します。オーストリアア

ルプスで1父採された樹齢90 年の木々を 5 年間か
けて乾性して厳選した木を生かしたすぱらしいピ

アノです。このオンリーワンの楽器のよしい響き

とともに、ウィーン古典派の世界にアプローチし
たいと思います。

ツ
ァ
ル
ト
に
与

え
た
影
響
、
2

人
の
作
曲
家
の

晩
年
の
作
風
の

違
い
を
浮
き
彫
り
に
す
る
ブ
ロ
グ
ラ
ム
を
、
ペ
ー
ゼ
ン
ド

ル
フ
ァ
ー
2
8
0
V
C

の
繊
細
か
つ
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
音

色
で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た。

前
半
で
は
、
ハ
イ
ド
ン

《
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第

2
3

番
》
と
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
1
9歳
の
作
品
《
ピ
ア
ノ・
ソ
ナ
タ

k
>
2
8
0

》
を
対
比
さ
せ
、
若
き
日
の
モー
ツ
ァ
ル
ト

の
ハ
イ
ド
ン
を
敬
愛
す
る
心
情
を
、
繊
細
な
ア
—

テ
ィ
キ
ュ

レ
ー

シ
ョ
ン
と
透
明
惑
の
あ
る
音
色
で
清
々
し
く
表
現

。

読
い
て
、
ハ
イ
ド
ン
の
鍵
盤
作
品
の
最
高
傑
作
と
も
言
ス

る

《ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ
第
5
2番
》
を
、
出
だ
し
の
重
厚
な

和
音
か
ら
華
や
か
で
充
実
し
た
響
き
を
駆
使
し
、
壮
大
な

ス
ケ
—
ル
の
演
奏
を
構
築
し
ま
し
た。

後
半
は

、

モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
《
ピ
ア
ノ
・
ソ
ナ
タ

k
V
5
7
0

》
と

《
ピ
ア
ノ
・

ソ
ナ
タ
k
V
5
7
6

》
•

こ
の
最
後
の
2

曲
の
ソ
ナ
タ
は
、
清
澄
な
音
楽

世
界
で

遊
ぷ
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
魅
力
に
あ
ふ
れ
た
作
品
で
す
が
、

久
元
さ
ん
は
柔
軟
な
タ
ッ
チ
で
ペ
ー
ゼ
ン
ド
ル
フ
ァ
—

2
8
o
v
c

か
ら
色
彩
豊
か
な
音
色
を
生
み
出
し
、
モ
ー

ツ
ァ
ル
ト
の
晩
年
の
境
地
を
鮮
や
か
に
描
き
し
ま
し
た
。

深
い
感
動
に
包
ま
れ
た
聴
衆
か
ら
の
拍
手
に
応
え
て
、
ア

ン
コ
ー
ル
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
《ク
ラ
ス
ハ
ー

モ
ニ
カ
の
た

め
の
ア
ダ
ー
ジ
ョ
k
V
3
5
6

》
、そ
し
て
、
日
本
と
オー

ス
ト
リ
ア
の
修
好
1
5
0

周
年
に
ち
な
ん
で
、
ヨ
ハ
ン
・

シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
I
I

《
酒
・

女
・
歌
》
。ウ
ィ
ン
ナ
ー
・
ト
ー

ン
な
ら
で
は
の
遊
び
心
に
満
ち
た
優
雅
な
演
奏
で
、
コ
ン

サ
ー
ト
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
（
森

岡
葉
）
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